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リアスさんりく気仙沼大使

1

2

3

4

5
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8

9

10

11

12

13

14
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16

17

赤　石　久　子

東　　　　　孝

生　島　ヒロシ

伊　藤　博　英

梅　内　拓　生

奥　田　　　穰

小野寺　重　之

金　村　　　曉

菊　田　一　平

菊　田　潤　一

木　村　克　己

熊　谷　七　朗

小　松　昭　雄

斉　藤　克　己

佐々木　宏　幹

菅　原　克　彦

�　橋　敏　之

群馬日栄興業㈲専務取締役

国際格闘空手道連盟大道塾代表師範・塾長

キャスター

NHKアナウンサー

医師、国際医療福祉大学教授

神戸国際大学名誉教授

㈱日立柏レイソル代表取締役社長

プロ野球選手

㈱集英社綜合管理部文書管理課長

㈱シマノ、元自転車ロードレーサー

ソムリエ・日本酒スタイリスト・飲食コンサルタント

法政大学ラグビーOB会幹事

朝日商運㈱代表取締役社長

イギリス児童文学を読む会主宰

駒沢大学名誉教授、国際宗教研究所常務理事

フリーアナウンサー

学校法人大和学園  京都調理師専門学校教員

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

岩手県出身　九条小学校に在籍

岩手県出身　気仙沼高校卒業

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

祖父が気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

（あかいし  ひさこ）

（あずま  たかし）

（いくしま  ひろし）

（いとう  ひろひで）

（うめない  たくせい）

（おくた  みのる）

（おのでら  しげゆき）

（かねむら  さとる）

（きくた  いっぺい）

（きくた  じゅんいち）

（きむら  かつみ）

（くまがい  しちろう）

（こまつ  あきお）

（さいとう  かつみ）

（ささき  こうかん）

（すがわら  かつひこ）

（たかはし  としゆき）

氏　　　　　名 職　　　業　・　役　職　等 本 市 と の 関 わ り

◆◆ リアスさんりく気仙沼大使名簿 ◆◆

その1．気仙沼市出身の方・気仙沼市にゆかりのある方

　市では、このほど、様々な分野で活躍し、

市外に居住する71人を「リアスさんりく

気仙沼大使」に委嘱しました

�  この制度は旧気仙沼市で、平成12年度か

ら実施していたものですが、今回、旧市で

大使をお願いしていた 69 人に、旧唐桑町

にゆかりのある方２人を加え、新市の大使

として委嘱しました。

�　今後、「リアスさんりく気仙沼大使」の

方々には、市の活性化について意見や提言

をいただくとともに、市の情報を全国に発

信していただくことにしています。

71人
�市の情報を全国に発信

が

�市の情報を全国に発信

が

　市では、このほど、様々な分野で活躍し、

市外に居住する71人を「リアスさんりく

気仙沼大使」に委嘱しました

�  この制度は旧気仙沼市で、平成12年度か

ら実施していたものですが、今回、旧市で

大使をお願いしていた 69 人に、旧唐桑町

にゆかりのある方２人を加え、新市の大使

として委嘱しました。

�　今後、「リアスさんりく気仙沼大使」の

方々には、市の活性化について意見や提言

をいただくとともに、市の情報を全国に発

信していただくことにしています。

（五十音順、敬称略）
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石　川　治　江

内　館　牧　子

遠　藤　恵　子

大　宮　　　恭

加　古　　　�

北　村　真夕美

草　柳　文　惠

倉　田　勇　雄

古　賀　方　子

小　林　政　広

さかえ　里　美

佐久間　　　進

澤　　　　　功

清　水　愼　一

壤　　　晴　彦

世　古　一　穂

外　尾　悦　郎

�　橋　政　行

橘　　　左　近

田　中　栄　治

仲　谷　一　宏

中　山　章　子

長　野　　　章

梛　　　左　龍

新　川　達　郎

糠　谷　真　平

野　田　一　夫

波多野　兼　二

馬　場　文　雄

日　�　良　実

堀　　　　　一

益　子　　　修

松　本　礼　二

三　國　清　三

水　越　けいこ

村　井　勝　雄

森　　　勝　義

森　　　進　一

社会福祉法人にんじんの会理事長

脚本家

山形県立米沢女子短期大学学長

東北インテリジェント通信㈱理事、経営企画部長

作曲家・ピアニスト

㈱青森経営研究所代表取締役社長

キャスター

倉田機械設計事務所代表

特定非営利活動法人  全国街道交流会議専務理事

映画監督、㈲モンキータウンプロダクション代表取締役

歌手

社団法人日本観光旅館連盟会長、松柏園ホテル代表取締役社長  ほか

旅館「澤の屋」経営

㈱ジェイティービー常務取締役、事業創造本部長

俳優、演出家、演劇倶楽部「座」代表

金沢大学教授、特定非営利活動法人NPO研修・情報センター代表理事

彫刻家

日本中央競馬会理事長

寄席文字書家

特定非営利活動法人地域交流センター代表理事

北海道大学大学院教授

料理研究家、フードコーディネーター

公立はこだて未来大学教授

㈱龍匠代表取締役、龍作家

同志社大学教授

国民生活センター理事長

㈶日本総合研究所理事長

㈶日本相撲協会式秀部屋親方

㈱ユアテック総務部長

シェフ、アクアパッツア代表取締役

㈶日本離島センター専務理事、全国離島振興協議会事務局長

三菱自動車工業㈱代表取締役社長

日本観光情報代表、東北レジャー情報編集長

シェフ、㈱ソシエテ ミクニ代表取締役

シンガーソングライター

村井地域再生研究所代表

東北大学名誉教授、㈶かき研究所理事長

歌手

旧市総合計画策定会議顧問ほか

青年会議所主催講演会講師

旧市総合計画策定会議顧問ほか

旧気仙沼市情報化計画策定委員会委員

「海の道」「気仙沼高校校歌」の作曲

三陸縦貫自動車道整備促進に係るシンポジウム講師ほか

第2回野田一夫地域経営塾パネラーほか

気仙沼大島電脳塾の指導、地域情報化セミナー講師ほか

街道を活かした地域づくり、連携に尽力

本市を主な舞台とした映画「気仙沼伝説（仮題）」の監督

三陸縦貫道推進をラジオなどでＰＲ

日本観光旅館連盟南東北支部総会に出席

「外国人観光客受入セミナー」講師

「気仙沼マルトクコース」を設定、気仙沼を全国にPR

気仙沼演劇塾「うを座」の指導者

旧市総合計画策定会議顧問ほか

スペインと気仙沼の国際交流に関わる

唐桑町海の殉難者慰霊碑の揮ごう者

気仙沼の活性化に尽力

国道284号沿線自治体サミットコーディネーターほか

「原色魚類図鑑　改訂版」共著

リアスクリエーションへの指導

旧市漁港利用高度化施設等提案競技審査委員会委員ほか

気仙沼の活性化に尽力

旧市総合計画策定会議顧問、行政改革懇話会委員長ほか

活性化に関する講演会講師

港町スクエアの提唱者、野田一夫地域経営塾塾長

大相撲気仙沼場所の先発親方

旧気仙沼市地域新エネルギービジョン策定委員会委員

リレートーク・シェフ

「アイランドテラピー構想の推進に関する調査」に関わる

本市の活性化に強い関心

「リアス四季海岸観光塾」パネラー

プチシェフコンテスト審査委員長

「海潮音」「くぐなり」のCD発売

気仙沼コンベンションビューロー設立準備委員会専門家委員として尽力

舞根かき研究所の創設者

「港町ブルース」により気仙沼を全国にPR

（いしかわ  はるえ）

（うちだて  まきこ）

（えんどう  けいこ）

（おおみや  やすし）

（かこ  たかし）

（きたむら  まゆみ）

（くさやなぎ  ふみえ）

（くらた  いさお）

（こが  まさこ）

（こばやし  まさひろ）

（さかえ  さとみ）

（さくま  すすむ）

（さわ  いさお）

（しみず  しんいち）

（じょう  はるひこ）

（せこ  かずほ）

（そとお  えつろう）

（たかはし  まさゆき）

（たちばな  さこん）

（たなか  えいじ）

（なかや  かずひろ）

（なかやま  あきこ）

（ながの  あきら）

（なぎ  さりゅう）

（にいかわ  たつろう）

（ぬかや  しんぺい）

（のだ  かずお）

（はたの  けんじ）

（ばば  ふみお）

（ひだか  よしみ）

（ほり  はじむ）

（ますこ  おさむ）

（まつもと  れいじ）

（みくに  きよみ）

（みずこし  けいこ）

（むらい  かつお）

（もり  かつよし）

（もり  しんいち）

その2．気仙沼市の活性化に関心を持っている方

氏　　　　　名 職　　　業　・　役　職　等 本 市 と の 関 わ り

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

橘　　　洋　子

土　橋　よみ子

中　川　晃　教

長　峯　純　一

バイソン　片山

畠　山　　　武

畠　山　美由紀

畠　山　保　雄

花　柳　寿々菊

藤　村　和　男

藤　村　惠　一

マギー　審　司

村　上　茂　雄

村　上　弘　明

森　田　和　子

守　屋　　　洋

声楽家、東京音楽大学講師

薬膳コーディネーター、日本型薬膳を考える会「クリエーティブ食生活」代表

シンガーソングライター、俳優

関西学院大学教授

ドラム奏者、㈱バイソン片山ズミュージック＆アソシエーツ代表取締役

北海道テレビ放送顧問

歌手

弁護士、丸の内総合法律事務所代表弁護士

日本舞踊家、花柳流師範

㈶教科書研究センター常務理事

アナウンサー、㈱テレビ岩手

手品師、㈱マセキ芸能社

漫画家

俳優

気仙沼高等学校関東同窓会顧問、元森田英数教室主宰

中国文学者

気仙沼市出身

気仙沼市出身

父が気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

気仙沼市出身

岩手県出身　気仙沼高校卒業

気仙沼市出身

気仙沼市出身

（たちばな  ようこ）

（どばし  よみこ）

（なかがわ  あきのり）

（ながみね  じゅんいち）

（ばいそん  かたやま）

（はたけやま  たけし）

（はたけやま  みゆき）

（はたけやま  もりお）

（はなやぎ  すずぎく）

（ふじむら  かずお）

（ふじむら  けいいち）

（まぎー  しんじ）

（むらかみ  しげお）

（むらかみ  ひろあき）

（もりた  かずこ）

（もりや  ひろし）
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第
１
回
市
ガ
ス
事
業
民
営
化
検
討

委
員
会
が
、
９
月
11
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
検
討
委
員
会
は
、
市
ガ
ス

事
業
の
民
営
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
設
置
し
た
も
の
で
、

検
討
結
果
は
市
長
に
報
告
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

��

　
市
ガ
ス
事
業
は
、
昭
和
34
年
12
月

に
操
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
事
業

開
始
時
の
メ
ー
タ
ー
取
付
数
（
需
要

家
数
）
は
９
０
１
台
で
、
そ
の
後
増

加
し
、
ピ
ー
ク
時
に
は
３
、
６
０
０

台
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
、

他
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
競
合
や
人
口
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
需
要
の
低
迷

に
加
え
、
平
成
16
年
度
に
実
施
し
た

ブ
タ
ン
改
質
ガ
ス
か
ら
天
然
ガ
ス
へ

の
変
換
に
よ
る
熱
量
変
更
事
業
へ
の

多
額
の
投
資
な
ど
に
よ
り
、
経
営
は

き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。

�

　
平
成
11
年
２
月
に
は
、
市
都
市
ガ

ス
事
業
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
、

経
営
形
態
に
つ
い
て
「
将
来
的
に
は

地
元
企
業
（
民
間
）
へ
の
経
営
移
譲

に
よ
っ
て
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る

こ
と
が
最
善
と
考
え
る
」
と
い
う
答

申
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全

国
的
に
も
公
営
ガ
ス
事
業
の
民
間
へ

の
譲
渡
が
進
ん
で
い
ま
す
。

�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市

と
し
て
も
、
庁
内
に
市
都
市
ガ
ス
事

業
民
営
化
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
て
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
ガ
ス
事
業
の
将
来
に
わ
た
る
安

定
経
営
、
安
全
性
の
確
保
、
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
さ
ら
に
は
市

財
政
へ
の
負
担
軽
減
な
ど
の
観
点
か

ら
、
民
間
事
業
者
に
経
営
譲
渡
す
る

こ
と
が
最
善
の
方
策
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
ま
し
た
。

����

　
ガ
ス
事
業
民
営
化
検
討
委
員
会
は
、

市
ガ
ス
事
業
の
民
営
化
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
、
そ
の
手
法
や
経
営
形
態

を
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
に
設
置
し

た
も
の
で
す
。

�

　
委
員
に
は
、
需
要
家
・
業
界
関
係

者
・
知
識
経
験
者
、
計
７
人
が
委
嘱

さ
れ
、
委
員
長
に
気
仙
沼
商
工
会
議

所
会
頭
の
臼
井
賢
志
さ
ん
、
副
委
員

長
に
は
市
公
営
企
業
運
営
審
議
会
会

長
の
阿
部
泰
兒
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

�

　
こ
の
日
の
検
討
委
員
会
で
は
、
市

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
ガ
ス
事

業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
譲
渡
契
約
方
法
や
譲

渡
額
の
試
算
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

他
の
事
例
を
出
し
な
が
ら
説
明
し
ま

し
た
。

�  

検
討
委
員
会
で
は
、
今
後
、
数
回

に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
、
結
論
を
出

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

民
営
化
の
流
れ

委
員
７
人
を
委
嘱

民営化に向け具体的な手法を検討

民
営
化
の
流
れ

委
員
７
人
を
委
嘱

市ガス事業民営化検討委員会

け
ん

し

た
い

じ
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市
立
月
立
小
学
校
の
新
校
舎
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
９
月
１
日
に
落
成

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

�

　
旧
校
舎
は
、
大
正
10
年
に
建
設
さ

れ
、
県
内
で
一
番
古
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
地

元
か
ら
校
舎
の
増
改
築
に
つ
い
て
要

望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

�

　
平
成
16
年
５
月
に
敷
地
造
成
工
事

に
着
手
。
平
成
17
年
９
月
に
建
築
工

事
に
着
手
し
、
本
年
７
月
31
日
に
完

成
し
ま
し
た
。
２
学
期
が
始
ま
っ
た

８
月
28
日
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が

新
し
い
校
舎
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

�

　
校
舎
は
、
敷
地
面
積
２
２
、
１
０

０
㎡
、
建
築
面
積
１
、
６
２
７
・
32

㎡
で
、
木
造
２
階
建
て
の
木
の
ぬ
く

も
り
に
あ
ふ
れ
た
建
物
で
す
。
設
計

に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
地
元

木
材
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
地
域

環
境
に
配
慮
し
ま
し
た
。

�

　
ま
た
、
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
と
特
別

教
室
棟
は
、
地
域
へ
開
放
す
る
前
提

で
、
普
通
教
室
棟
と
は
区
切
ら
れ
た

構
造
に
し
て
お
り
、
地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
ま

し
た
。

�

　
落
成
式
に
は
、
市
・
議
会
・
学
校
・

地
元
な
ど
の
関
係
者
が
出
席
し
、
新

し
い
学
校
の
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

�
　
落
成
式
の
最
後
に
は
、
児
童
全
員

が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
「
こ
の
よ
う

な
立
派
な
校
舎
を
造
っ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し

い
校
舎
で
、
月
立
小
学
校
の
新
し
い

歴
史
と
伝
統
を
築
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
学
習
や
運
動
に
励
ん
で
い
き
ま

す
」
な
ど
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

月
立
小
学
校

新
校
舎
が
落
成

2006. 10. 1　広報 けせんぬま

新
校
舎
が
落
成

地域住民をはじめ、多くの方々が落成を
祝いました



さんままつりでさんままつりで

秋を満喫秋を満喫秋を満喫秋を満喫

さんままつりで

二つの二つの二つの二つの

さんままつりで
まん きつ

けせんぬまサンマまつり
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題

のま ち

話

けせんぬまサンマまつり

目黒のさんま祭目黒のさんま祭

　第11回の目黒のさんま祭が、９月17日、東京都目黒

区の田道広場公園で開催されました。

　目黒のさんま祭は、目黒のさんま祭実行委員会が、

古典落語の「目黒のさんま」にちなみ、気仙沼に水揚

げされた活きのいいサンマを、目黒区民に炭火焼きに

して振る舞おうと開催しているものです。実行委員会

のメンバーは、サンマを焼きながら、気仙沼の良さを

東京の方々にピーアールしていました。

　けせんぬまサンマまつりが、９月10日、市魚市場臨

港道路で開催されました。会場には、秋の味覚「サン

マ」を求める大勢の市民や観光客が訪れ、振る舞われ

た３千匹のサンマの炭火焼きを味わいました。

会
場
に
は
モ
ウ
モ
ウ
と
煙
が
た
ち
こ
め
ま
し
た

会
場
で
は
サ
ン
マ
の
す
り
身
汁
も

提
供
さ
れ
ま
し
た

サンマの焼き台の周りは、貴重な

コミュニケーションの場です

でん どう
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　宮城いきいき学園気仙沼・本吉校の文化祭

が、９月16日、気仙沼中央公民館で開催され

ました。

�　宮城いきいき学園は、県内の高齢者の皆さ

んに学習の場を提供し、健康で生きがいのあ

る生活を送れるよう支援するとともに、地域

の高齢者のリーダーを育成するため、県社会

福祉協議会が運営しています。

�　文化祭は、展示の部と意見・ステージ発表

の部に分かれて行われましたが、今年は、開

校10周年記念ということで、ステージ発表に

は、５期生から８期生までの、卒業生の参加

もあり盛大なものとなりました。

いきいきと 新たな挑戦いきいきと 新たな挑戦

新エネルギーを楽しく学習新エネルギーを楽しく学習

　太陽光や風力など、環境に優しいエネルギー

について学ぶ「新エネルギー教室」が、９月

14日に鹿折・松岩小学校で行われました。

　松岩小学校では４年生の児童72人が参加。

若手お笑いコンビが博士役となり、コント仕

立てで説明しました。児童たちは、新エネル

ギーについて楽しく学び、最後には、太陽光

で動くソーラーカーづくりに挑戦しました。

　「みやぎの将来ビジョンタウンミーティン

グ 気仙沼」が、９月５日に県気仙沼保健福

祉事務所で開催されました。

　これは、県が、優先的・重点的に取り組む

べき施策を明らかにする「（仮称）みやぎの将

来ビジョン」を、平成18年度中に策定するこ

とから、広く県民から意見を聴くため、県内

３カ所で開催したものです。タウンミーティ

ングでは、みやぎの将来ビジョン骨子案が説

明されたほか、本市の２人を含む４人の方々が、

意見表明をしました。また、会場からも、「医

療施設を充実してほしい」「公共交通網を整備

してほしい」などの意見が出されていました。

みやぎの将来ビジョンに
県民の意見を
みやぎの将来ビジョンに
県民の意見を
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ポリオの予防接種を実施

すこやか通信

�対象／市内に住所を有する方で、接種日に満65歳以上の方か、

　　　満60歳以上65歳未満で心臓やじん臓、呼吸器に重い病気

　　　のある方で、接種を希望する方。

�接種期間・回数／10月２日(月)から12月28日(木)まで１回

�会場／右表の医療機関

�自己負担金／1,750円

�申し込み方法／希望する実施医療機関に直接予約してください。

�その他／対象であるかどうかの確認のため、健康保険証など身分

　　　を証明するものを医療機関に提示してください。

�問い合わせ先／市健康介護課健康予防係☎(21)1212

�      　唐桑総合支所保健福祉課保健係☎(32)4811

骨髄バンクドナー登録にご協力ください
　県気仙沼保健所では、骨髄提供者の登録受付（ドナー登録）
を行っています。骨髄バンクに協力いただける方は、予約が
必要ですので、事前にお問い合わせください。
�登録受付日時／毎月第１・第３火曜日の午前９時から11時まで
�受付場所／県気仙沼保健所（東新城三丁目３－３）
�ドナー登録できる方／
�　　　・骨髄提供の内容を十分に理解している方
�　　　・年齢が18歳以上54歳以下で健康な方
�　　　・体重が男性45㎏以上、女性40㎏以上の方
�予約・問い合わせ先／県気仙沼保健所健康対策班
�                     �　　☎（22）6662

会場／市民健康管理センター「すこやか」

�対象／平成17年８月から平成18年６月までに生まれたお子さんと、満７歳６カ月未満で、まだ２回

　　　投与を受けていないお子さん。

�接種方法／スポイトによる経口投与

�持参するもの／母子健康手帳・予診票

�料金／無料

�注意事項／

①下痢や慢性疾患、アレルギーがある場

合は、事前にかかりつけの医師に相談

してください。

②ワクチンを飲む前後30分間は飲食でき

ないので、事前に授乳や食事を済ませ

てください。

③生後３カ月から６カ月未満のお子さんで、

まだＢＣＧの接種を受けていない場合

は、ＢＣＧを優先して受けてください。

(市内の指定医療機関で実施しています）

④三種混合、インフルエンザ、日本脳炎

の予防接種を受けた場合は１週間、そ

の他の予防接種を受けた場合は４週間

経過しないと受けられません。

⑤当日はお子さんの健康状態の分かる保

護者が付き添ってください。

高齢者のインフルエンザ予防接種を実施

�問い合わせ先／市健康介護課健康予防係☎(21)1212

　　　　　　　唐桑総合支所保健福祉課保健係☎(32)4811

�※指定された日が都合の悪い場合や、７歳

６カ月未満で、まだ２回の投与を受けて

いない場合は、上記日程のうち都合のよ

い日に受けてください。

実施日程

実施月日 対　　　象　　　者

11月 1日
（水）

気仙沼地区
平成17年８月～平成18年１月生まれ

11月 2日
（木）

鹿折・松岩地区
平成17年８月～平成18年１月生まれ

11月 6日
（月）

新月・階上・大島・中井・唐桑・小原木地区
平成17年８月～平成18年１月生まれ

11月 7日
（火）

新月・階上・大島・中井・唐桑・小原木地区
平成18年２月～平成18年６月生まれ

11月 8日
（水）

鹿折・松岩地区
平成18年２月～平成18年６月生まれ

11月13日
（月）

気仙沼地区
平成18年２月～平成18年６月生まれ

実施医療機関

医 療 機 関 名 住　　所 電　話
東　新　城
陣　　　山
内　の　脇
弁　天　町
南　　　町
本　　　郷
南　　　郷
田　中　前
三　日　町
唐桑町宿浦
赤岩五駄鱈
神　　　山
仲　　　町
東　新　城
魚　　　町
唐桑町馬場
仲　　　町
田　中　前
長磯原ノ沢
田　　　谷
松 崎 柳 沢
仲　　　町
八　日　町
田　　　中

21－1160
22－6623
23－8780
24－7180
22－7180
22－6828
22－7157
22－3210
22－6868
32－3128
23－9890
23－1011
22－6750
22－7260
22－6811
32－3106
22－6767
23－0088
27－2315
23－1028
22－6685
23－3990
22－6633
22－7100

あいざわクリニック
相 澤 内 科 医 院
猪 狩 医 院
猪 苗 代 医 院
猪 苗 代 病 院
遠 藤 産 婦 人 科 医 院
大里胃腸科内科医院
お だ か 医 院
大 友 病 院
小 野 医 院
小 野 寺 医 院
木 島 医 院
　 内 科 胃 腸 科 医 院
齋藤外科クリニック
佐 々 木 小 児 科 医 院
佐 藤 医 院
佐 藤 小 児 科 医 院
三 条 小 児 科 医 院
鈴 木 医 院
中 原 ク リ ニ ッ ク
三 峰 病 院
村岡外科クリニック
森 田 医 院
気 仙 沼 市 立 病 院

受付時間／午後１時から１時30分まで



1日（日）
�　森田医院（八日町）
�　　　　�☎（２２）６６３３
�　小野医院（唐桑町宿浦）
��　　　　�☎（３２）３１２８
�　櫻田歯科医院（古町）
�　　　　�☎（２４）３７７７

8日（日）
　三条小児科医院（田中前）
��　　　　�☎（２３）００８８
　熊谷歯科医院（八日町）
�　　　　�☎（２３）２２１１

9日（月）
���　おだか医院（田中前）
��　　　　�☎（２２）３２１０
�　佐々木小児科医院（魚町）
��　　　　�☎（２２）６８１１
�　小松歯科医院（東八幡前）
��　　　　�☎（２３）５５７１

15日（日）
　大里胃腸科内科医院（南郷）
��　　　　�☎（２２）７１５７

　木島医院（神山）
��　　　　�☎（２３）１０１１
　ファミリー歯科医院（田中前）
��　　　　�☎（２４）２８２２

22日（日）
�　村岡外科クリニック（仲町）
��　　　　�☎（２３）３９９０

�　齋藤外科クリニック（東新城）
��　　　　�☎（２２）７２６０
　条南歯科医院（田中前）
��　　　　�☎（２３）５５７０

29日（日）
�　　内科胃腸科医院（仲町）
��　　　　�☎（２２）６７５０

�　相澤内科医院（陣山）
��　　　　�☎（２２）６６２３
�　佐藤医院（唐桑町馬場）
��　　　　�☎（３２）３１０６
�　佐藤歯科医院（唐桑町馬場）
��　　　　�☎（３２）２３０９
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10月の健康診査と健康相談

問い合わせ先

気仙沼市医師会
☎（22）0842・☎（22）8383

気仙沼歯科医師会
☎ （24）6060

�■19日（木）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成18年6月1日～6月18日生まれ

��■20日（金）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成18年6月19日～6月30日生まれ

４カ月児健康診査４カ月児健康診査

■5日（木）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成15年3月21日～4月8日生まれ

■6日（金）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成15年4月9日～4月25日生まれ

３歳児健康診査３歳児健康診査

■31日（火）

�　時間／午後1時15分～1時30分

�　対象／

�　　市内在住の妊婦と家族（先着15組）

�　内容／

�　　①赤ちゃんの歯を守るために

　　　（講話と実技）

　　②沐浴

　　③パパの妊婦体験

　　④母乳で育てるために（講話）

パパママ教室パパママ教室

健康診査・相談会場／市民健康管理センター「すこやか」

�申込・問い合わせ先／市健康介護課健康増進係（すこやか内） ☎（21）1212

【持参するもの】

　①母子健康手帳

　②問診票（子育て相談については、

　　会場に用意してあります）

�　③バスタオル

問い合わせ先／市健康介護課健康予防係（すこやか内） ☎（21）1212

実施日 種別 受付時間 実　　施　　会　　場

10月 4日(水)

10月13日(金)

11月 1日(水)

11月 8日(水) 全血

全血

全血

全血

9：00～10：30

11：30～13：00

9：30～12：30

14：00～15：00

9：00～11：00

12：30～14：00

15：15～16：30

10月・11月の献血日程

宮城交通㈱気仙沼営業所

宮城県トラック協会気仙沼支部

気仙沼中央公民館

マイヤ㈱気仙沼バイパス店

イタバシニット㈱気仙沼工場

フィッシュカッターツネザワ商事

気仙沼市立病院

■24日（火）

�　受付時間／午前9時30分～10時30分

�　対象／就学前の乳幼児

子育て相談

■27日（金）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成17年3月11日～3月31日生まれ

1歳６カ月児健康診査

子育て相談

1歳６カ月児健康診査

■26日（木）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成16年3月16日～4月8日生まれ

2歳６カ月児健康診査2歳６カ月児健康診査

■12日（木）

�　時間／午後１時～３時

�　担当／奥山保男医師（光ケ丘保養園長）

�　電話予約制／10月4日（水）締め切り�

　市健康介護課健康増進係 ☎（21）1212

　市唐桑総合支所保健福祉課 ☎（32）4811

こころの健康相談こころの健康相談
（精神保健福祉相談）（精神保健福祉相談）

電話予約先

10
休日救急当番医

月の10

もく
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『卓球で和気藹々と楽しく』

インタビュー
この���� に

インタビュー

鈴木 武雄 さん

人

　このほど、魚町防犯協会（会長・畠山幸美さん）と気仙

沼中央防犯協会会長の鈴木武雄さんが、日ごろの防犯活動

への取り組みが認められ、東北管区警察局長と東北防犯協

会連絡協議会長から表彰されました。今回は、個人表彰の

鈴木さんに、防犯協会の活動などについてお話を伺いました。

▼表彰の経緯は
　詳しい説明はありませんでしたが、「気仙沼ぼ

うはんセンター」や気仙沼中央防犯協会などにお

ける、日ごろの防犯への取り組みを評価していた

だいたものと考えています。

▼気仙沼ぼうはんセンターとは
　３年ほど前、当時の南町交番の所長さんから、

気仙沼に「民間交番」をつくりたいと、我々防犯

協会の関係者に働きかけがありました。十数回の

会議を持ち、空き店舗を探すなどして、北、中央、

魚町、三八・沢田の防犯協会が参加して、平成

15年12月に現在の場所に気仙沼ぼうはんセンター

を立ち上げました。4つの単協が、1週間に1日

づつ交代で管内を巡回しています。特に、４月に

は、毎日、新入児童の下校の際に、学校から自宅

付近まで付き添っています。

▼活動で心がけていることは
　我々の活動は、犯人を見つけるとか、捕まえる

とかが目的ではありません。「防犯」の文字が示

すとおり、犯罪を防ぐことが目的です。我々の活

動が、非行や犯罪の抑止力になればと思っています。

▼今後の抱負は
　ぼうはんセンターの運営は大変ですが、今回の

表彰を機に、安全で住みよい地域づくりのため、

今後ますます精進したいと思います。

　気仙沼卓球愛好会は、昭和52年設立の卓球好

きの仲間が集まるサークルです。設立当時は、「マ

マさん卓球」といって、文字通りおかあさんたち

の集まりだったようですが、時が経ち、会員の年

齢も上がり、準会員という立場で練習に参加して

いた男性の数も多くなって正会員にしたことなど

から、平成14年に現在の名称に改めました。現

在の会員は、40代から70代の方々で、経験者か

ら初心者まで様々ですが、最近は、定年退職した

男性の入会が増えています。

　練習は、週2回、ケーウエーブのサブアリーナ

で行っており、毎回30〜40人程の会員が集まり

ます。初心者には、コーチ2人が、基礎的な練習

を指導しています。

　卓球には、通常の硬式球（40㎜ボール）とラー

ジボール（44㎜ボール）があります。卓球愛好

会では、通常よりボールが大きいうえ、ネットの

高さも２㎝高く、また、幅広い年齢層で楽しめる

ラージボール卓球を取り入れています。

　また、卓球愛好会では、昨年から、気仙沼ラー

ジボール卓球大会を開催しており、今年も11月

26日（日）に開催することにしています。

　会長の星野さんは「卓球愛好会は、よく和がと

れていて、皆さん和気藹々と楽しく練習していま

す。他の地域ではラージボール卓球が盛んなので

すが、気仙沼では取り入れている団体が少ないの

で、何とかラージボール卓球を広めたいですね」

と話してくださいました。

インタビュー

「防犯の活動は抑止力」

（気仙沼中央防犯協会会長・南町）

■設　　立　昭和52年

■代　　表　星野一子さん
■会　　員　52人
■主な活動　定期練習、大会への参加、大会
　　　　　　の開催
■問い合せ先　☎（22）7740（星野一子）

すてきなすてきな 仲間仲間仲間

あいあい

かず こ

気仙沼卓球愛好会
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市図書館　☎（22）6778

問い合わせ先

新着図書新着図書

10月のおはなし広場

　何気ない日常

の 一 瞬 を 切 り

取ったかのよう

な物語が23話収

められた短編集。

　失恋した女性

や男嫌いの女性

など、様々な女

性の心模様がや

わらかな表現で

描かれています。表題作は、女２人

男１人のフリーターが、クリスマス

ケーキならぬ正月ケーキを作ろうと

集まる話。同じ27歳という年齢の彼

らは新しい年を迎え、何か煮えきれ

ない気持ちを抱きます。読むほどに、

物語に引き込まれる作品です。

川上弘美 著●

●

●

●

●

●

●

●

●

「《読みきかせ》ボランティア入門」

波木井やよい 編著

「司馬遼太郎と東京裁判」

福井雄三 著

「ある遺言のゆくえ 死刑囚永山則夫

がのこしたもの」

永山子ども基金 編

「職人のことば「技と粋」」

小関智宏 著

「図解 草もの盆栽入門」

西山伊三郎 著

「一字一会」

『週間金曜日』編集部 編著

「空の模様」

HABU 著

「おもしろ古典教室」

上野誠 著

「ようちゃんの夜」

前川梓 著

●

●

●

●

●

「くものニイド」

いとうひろし 作・絵

「ぼくの町に電車がきた」

鈴木まもる 作・絵

「水上不二詩集 ぼくは地球

の船長だ」

�水内喜久雄 編

「デビルズドリーム」

�長谷川集平 著

「夢を追い続けた学校司書

の四十年：図書館活用教育

の可能性にいどむ」

五十嵐絹子 著

絵
　 

本

文
　 

学
　
・
　
他

一般室

児童室

　今月のおはなし広場は、
28日（土）午前10時30分から
11時までです。絵本「しろ
くまちゃんのほっとけーき」
の読み聞かせ、紙芝居「ネ
コのたいそう」やエプロン
シアターなどをします。お楽
しみに！
場所／市図書館２階第二児童室

「ざらざら」

　
今
年
は
宮
沢
賢
治
生
誕
１
１
０
年

に
あ
た
り
、
各
地
で
様
々
な
催
し
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

　
賢
治
の
37
年
の
生
涯
は
、
常
に
不

思
議
な
光
と
影
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
前
の
賢
治
が
「
こ
の
４
カ
年
は
わ

た
く
し
に
と
っ
て
じ
つ
に
愉
快
な
明

る
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
」
と
書
い

て
い
る
花
巻
農
学
校
で
の
生
活
、
引

き
続
く
羅
須
地
人
協
会
で
の
活
動
…
。

　
講
座
で
は
、
そ
こ
に
交
差
す
る
光
と

影
を
、
宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
館
学

芸
員
の
牛
崎
敏
哉
さ
ん
が
語
り
ま
す
。

�

　
そ
し
て
、
賢
治
の
故
郷
の
言
葉
で

あ
る
花
巻
弁
で
、
賢
治
童
話
「
鹿
踊

り
の
は
じ
ま
り
」
を
朗
読
し
ま
す
。

�

　
耳
か
ら
聞
く
賢
治
童
話
は
、
リ
ズ

ミ
カ
ル
で
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

新
し
い
賢
治
を
発
見
し
に
図
書
館
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
10
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

場
所
／
市
図
書
館
２
階
会
議
室

対
象
／
一
般
市
民

募
集
人
員
／
�20
人

�

参
加
料
／
無
料

�

申
し
込
み
方
法
／
10
月
28
日
ま
で
に
、

市
図
書
館
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
　

　
身
近
に
あ
る
材
料
を
使
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
自
分
で
作
り
、
楽

し
み
な
が
ら
日
常
生
活
の
中
の
「
フ

シ
ギ
」
を
探
り
ま
す
。

�

　
小
学
生
が
対
象
で
す
が
、
大
人
の

方
も
歓
迎
し
ま
す
。
家
庭
で
で
き
る

実
験
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
親
子

で
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

�

　
実
験
工
作
教
室
の
テ
ー
マ
は
毎
月

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
「
図
書
館
だ
よ

り
」
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
時
／
10
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
か
ら
正
午
ま
で

場
所
／
市
図
書
館
２
階
会
議
室

�10
月
の
テ
ー
マ
／
「
ゴ
ム
で
飛
ぶ
模

型
ひ
こ
う
き
」

�

募
集
人
員
／
20
人

�

そ
の
他
／
材
料
な
ど
は
図
書
館
で
準

備
し
ま
す
。

�

申
し
込
み
方
法
／
10
月
20
日
ま
で
に
、

市
図
書
館
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

文
学
講
座
「
宮
沢
賢
治

そ
の
光
と
影
」
を
開
催

「
図
書
館
長
の
実
験
工
作
教
室
」

毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催

９月の実験工作教室の様子

ら

す

う
し

ざ
き

と
し

や

ち

じ
ん



　
11
月
19
日︵
日
︶に
開
催
す
る﹁
第

21
回
リ
ア
ス
牡
蠣
ま
つ
り
唐
桑
﹂

の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
芸
や
技

を
、
牡
蠣
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
団
体
数
／
11
団
体(

応
募

団
体
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り)

■
出
演
時
間
／
１
団
体
約
20
分
間

■
応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
方
で

構
成
す
る
団
体

■
申
込
方
法
／
10
月
２
日
︵
月
︶
か

ら
13
日
︵
金
︶
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
限
ま
で
に
募
集
団
体
数

に
達
し
な
い
場
合
は
、
二
次
募

集
と
し
て
市
外
の
団
体
も
対
象

に
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／

・
出
演
に
必
要
な
も
の
は
各
団
体

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

・
謝
礼
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
後
日
協
議
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

　　　
リ
ア
ス
牡
蠣
ま
つ
り
唐
桑
実
行

委
員
会
事
務
局(

唐
桑
総
合
支

所
産
業
課
内)

　
▹(

３
２)

４
５
２
７
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﹁
リ
ア
ス
牡
蠣
ま
つ
り
唐
桑
﹂

 

出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す

﹁
リ
ア
ス
牡
蠣
ま
つ
り
唐
桑
﹂

 

出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す

第37回

市民文化祭市民文化祭

参加作品を募集参加作品を募集参加作品を募集

◆問い合わせ先◆問い合わせ先

気仙沼市文化協会事務局 (市教育委員会生涯学習課内)
▹（22）6600 内線465
気仙沼市文化協会事務局 (市教育委員会生涯学習課内)
▹（22）6600 内線465

俳　句 (気仙沼地方俳句大会)

■開催日・場所／11月5日(日）午前9時30分

から　市民会館

■募集作品・参加費／当季雑詠1人3句（会場

発表の席題詠含む）1人1,000円

■応募方法／開催日当日の11月5日(日）午前

10時までに､市民会館へ持参してください。

■問い合わせ先／谷山緑童さん（上田中二丁目

6―9）▹（23）2864

俳　句 (気仙沼地方俳句大会)俳　句 (気仙沼地方俳句大会)

短　歌 (市民短歌大会)

■開催日・場所／10月23日（月）午前10時か

ら中央公民館

■募集作品・参加費／未発表短歌１人一首

　1人1,000円

■応募方法／作品・住所・氏名・電話番号・

大会への出欠を明記し、10月13日（金）まで

に封書で応募してください。

■応募・問い合わせ先／岩手由貴子さん（松崎

柳沢215―38）▹（23）0708

短　歌 (市民短歌大会)短　歌 (市民短歌大会) 川　柳 (市民川柳のつどい)

■開催日・場所／10月22日（日）午前10時から

中央公民館

■募集作品・参加費／課題ごとに2句（計4句）

※宿題＝「味」「出発」　1人1,000円

■応募方法／作品･住所･氏名･年齢･電話番号･

大会への出欠を明記し、10月10日（火）まで

にはがきかファクスで応募してください。

■応募・問い合わせ先／谷幸四郎さん（九条

494―15）▹（22）4821　※ファクス同

書　道 (書道展)

■開催日・場所／10月21日（土）から22日（日）

まで　市民会館

■募集作品／漢字・かな・少字・近代詩文・

墨象・てん刻・刻字１人各部１点

■出品料／1点につき500円

■応募方法／所定の申込書に必要事項を記入し、

出品料を添えて申し込んでください。

■作品搬入日時・場所／10月20日（金）午後5時

から9時まで　市民会館

■応募・問い合わせ先／加藤呉石さん（赤岩平

貝53―10）▹（23）0116

書　道 (書道展)書　道 (書道展)絵　画 (絵画展)

■開催日・場所／10月27日（金）から29日（日）

まで　市民会館

■募集作品／大きさ100号以内で、1人2点以内

■出品料／1人1,000円

■応募方法／各公民館備え付けの申込用紙に

必要事項を記入し、10月12日（木）までに、

郵送か持参してください。

■作品搬入日時・場所／10月26日（木）午後4時

から　市民会館

■応募・問い合わせ先／登嶋清輝さん（神山7

―5）▹（24）0085

絵　画 (絵画展)絵　画 (絵画展)

川　柳 (市民川柳のつどい)川　柳 (市民川柳のつどい)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　10月21日(土)から開催される気仙沼市民文化祭の

出展作品を募集します。多くの方々からの応募を、出展作品を募集します。多くの方々からの応募を、

お待ちしています。

　10月21日(土)から開催される気仙沼市民文化祭の

出展作品を募集します。多くの方々からの応募を、

お待ちしています。

せきだいえい

ざつえい

りょくどうたにやま

き こていわ ゆ

きしまと せい せきとうか ご

ろうこうたに し

か

き
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－ 10月16日（月）から22日（日）までは －

「秋の行政相談週間」です
　行政相談は、役所や独立行政法人、特殊法人の仕事に関する困りごとや要望などについて、

相談に応じ、その解決の促進を図るものです。

�

�　気仙沼市内では、次の３人が総務省から行政相談委員を

委嘱され、皆様からの相談に応じています。

�　◆三浦千里さん（古町一丁目5―10） ☎（ 2 3 ）1 4 0 4

�　◆佐藤祐子さん（入沢1―9）　　　   ☎（ 2 2 ）0 4 9 8

�　◆坪内正一さん（唐桑町宿浦1―8）   ☎（ 3 2 ）2 1 6 4

�　料金は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

■市内の行政相談委員は３人

■特設行政相談を開設します

■市内の行政相談委員は３人

■特設行政相談を開設します

生ごみ堆肥化容器などの
購入費用を補助します

■対象／市内に住所を有し、世帯に生ごみ

処理機などが未設置の方

■補助額と補助予定数／

　・生ごみ堆肥化容器＝購入金額の１／２

�　　（限度額　2,000円）６基

　・電動式生ごみ処理機＝購入金額の１／３

�　　（限度額 20,000円）６基

�■申請方法／申請書に、販売店が発行した

見積書を添えて、市環境課廃棄物対策係

へ申請してください。

�■申込受付開始日／10月２日（月）※補助予

定数に達し次第締め切ります。

�

�　

�　◆市環境課廃棄物対策係　☎（23）1017

�　◆唐桑総合支所市民生活課環境衛生係

�　　☎（32）4522

■申請・問い合わせ先

　市では、平日、仕事の都合などで市税

を納めることができない方や、事情があ

り期限どおりの納付が困難な方を対象に、

土・日曜日と夜間に納税相談窓口を開設

します。

�

��■対象税目／市県民税、法人市民税、固定

資産税・都市計画税、軽自動車税

�■休日開設日時／10月14日（土）と15日（日）の、

午前９時から午後４時まで

�■夜間開設日時／10月16日（月）午後５時15

分から午後８時まで

�■場所／市税務課窓口（市役所本庁舎１階)

�

�　

�　　市税務課収納係

�　　☎（22）6600　内線249・251

■問い合わせ先

納 税 相 談 窓 口 を
開 設 し ま す

10月19日（木）
■市地域交流センター
�　（「ワン・テン」ビル2階)
�■舘老人憩の家（※）

午前10時から正午までと、
午後１時から３時まで
�
※舘老人憩の家と中井公民
　館は、午後１時から３時
　まで

■市地域交流センター
�　（「ワン・テン」ビル2階)
�■中井公民館（※）

10月20日（金）

開　設　日 開　設　場　所 開　設　時　間

�◆市民相談室
�　☎（２２）３４１１
◆唐桑総合支所総務企画課
�　☎（３２）３１３０

－ 問い合わせ先 －

さ とう ゆう こ

み うら ち さと

つぼ うち しょう いち



　

�

▼
鼎
浦
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

■
日
時
／
10
月
18
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら

■
場
所
／
南
運
動
広
場
　
※
雨
天

の
場
合
は
25
日
（
水
）
に
延
期

�

▼
市
民
健
康
講
座
�

■
日
時
／
10
月
５
日
（
木
）
午
後

２
時
か
ら

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
内
容
／
講
話
「
治
る
認
知
症
、

治
ら
な
い
認
知
症
」

■
参
加
費
／
無
料

�

※
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�

　
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
☎

（
２
２
）
６
７
６
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

　
　

�

▼
松
岩
公
民
館
ま
つ
り

■
日
時
／
10
月
28
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
と
、
29
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら

■
場
所
／
松
岩
公
民
館

�

　

�

▼
新
月
公
民
館
ま
つ
り

■
日
時
／
10
月
29
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら

■
場
所
／
新
月
公
民
館

�

▼
わ
く
わ
く
科
学
実
験
教
室

�

■
日
時
／
10
月
14
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所
／
新
月
公
民
館

■
内
容
／
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
実
験

�

■
参
加
費
／
４
０
０
円
（
材
料
費
）

�

■
定
員
／
20
人

�

※
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�

　
詳
し
く
は
、
新
月
公
民
館
（
☎

（
２
２
）
７
１
８
９
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

▼
大
島
地
区
野
球
大
会

�

■
日
時
／
10
月
８
日
（
日
）
午
前

７
時
か
ら

�
■
場
所
／
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い
広
場

　
市
で
は
、
11
月
に
技
能
功
労
者

の
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
商

工
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
基
準
／
市
内
在
住
か
市
内

の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
技

能
者
で
次
に
該
当
す
る
方

①
卓
越
し
た
技
能
を
有
し
、
経
験

年
数
30
年
以
上
で
、
年
齢
が
60

歳
以
上
の
方

②
他
の
技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
方

�

■
対
象
職
種
／
建
築
大
工
職
、
鉄

工
、
塗
装
工
、
左
官
、
美
容
師

な
ど
（
詳
し
い
対
象
職
種
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

■
推
薦
期
限
／
10
月
20
日
（
金
）

ま
で

■
推
薦
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　
市
商
工
課
商
工
労
働
係

�

☎
（
２
２
）
６
６
０
０

�

内
線
５
２
２

　
県
内
の
事
業
所
で
働
く
全
て
の

労
働
者
（
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）
に
適

用
さ
れ
る
最
低
賃
金
（
現
行
６
２

３
円
）
が
、
次
の
金
額
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

■
最
低
賃
金
額
／

�

　
時
間
額
　
６
２
８
円

■
効
力
発
生
日
／
10
月
１
日

�

※
鉄
鋼
業
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
、
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
製
造
業
、
自
動
車
小

売
業
に
は
、
県
産
業
別
最
低
賃

金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

�

■
問
い
合
わ
せ
先
／

�

　
宮
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

�

☎
０
２
２
（
２
９
９
）
８
８
４
１

　
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
。

�

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

�

　
加
入
手
続
き
は
、
労
働
保
険
事

務
組
合
へ
の
委
託
や
社
会
保
険
労

務
士
に
依
頼
す
る
と
便
利
で
す
。

�

　
ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

を
と
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

今
す
ぐ
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
か
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

�

　
気
仙
沼
労
働
基
準
監
督
署

�

　
☎
（
２
２
）
７
０
９
６

�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼

�

　
☎
（
２
２
）
６
７
２
０

���

　
県
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所
で

は
、
母
子
父
子
家
庭
な
ど
の
方
々

が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
る
「
特
別
相

談
」
を
実
施
し
ま
す
。

�

■
日
時
／

�

・
10
月
18
日
（
水
）

�

・
12
月
20
日
（
水
）

�

・
平
成
19
年
２
月
21
日
（
水
）

��

■
場
所
／
県
気
仙
沼
合
同
庁
舎

�

■
担
当
弁
護
士
／
小
野
寺
康
男
弁

護
士

�

※
相
談
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。

��

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／

�
　
県
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所

�
　
母
子
・
障
害
班

�

　
☎
（
２
１
）
１
３
５
６
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公
民
館
行
事

母
子
父
子
家
庭
等

特
別
相
談
を
実
施
し
ま
す

宮
城
県
の「
最
低
賃
金
」が

�

改
正
さ
れ
ま
し
た

10
月
は「
労
働
保
険
適
用

�

促
進
月
間
」で
す

技
能
功
労
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

ライフジャケット（救命胴衣）を着よう！

中
央
公
民
館

松
岩
公
民
館

新
月
公
民
館

大
島
公
民
館

　
国
民
年
金
の
免
除
制
度
や
学

生
納
付
特
例
制
度
、
若
年
者
納

付
猶
予
の
該
当
期
間
は
、
将
来

の
年
金
受
給
資
格
期
間
と
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
少
な
く
反
映
さ
れ
る
か
、
全

く
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

�

　
し
か
し
、
保
険
料
の
納
付
が

可
能
に
な
っ
た
時
に
、
免
除
や

猶
予
期
間
で
過
去
10
年
以
内
の

も
の
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
追

納
す
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

　
た
だ
し
、
納
め
る
保
険
料
は
、

２
年
を
経
過
す
る
と
当
時
の
保

険
料
に
政
令
で
定
め
た
金
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
遅
く
な
る
ほ

ど
加
算
額
が
増
額
し
ま
す
の
で

早
め
の
納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�

　
な
お
、
納
付
の
際
は
当
該
年

度
の
納
付
書
が
必
要
で
す
。
社

会
保
険
事
務
所
へ
納
付
書
の
再

発
行
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�

■
問
い
合
わ
せ
先
／

�

　
石
巻
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
２
２
５
（
２
２
）５
１
１
５

�

　
市
民
課
国
民
年
金
係

☎（
２
２
）６
６
０
０
内
線
３
６
７

�

　
唐
桑
総
合
支
所
市
民
生
活
課

☎（
３
２
）３
１
３
０
内
線
２
４
４

国
民
年
金
の

　
　
　
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の

　
　
　
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の

　
　
　
お
知
ら
せ
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危
険
物
取
扱
者
試
験
を

�

実
施
し
ま
す

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

参
加
者
を
募
集

�

　（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

宮
城
県
支
部
で
は
、
次
の
内
容
で

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

�

■
試
験
の
種
類
／
危
険
物
取
扱
者

甲
種
・
乙
種
全
種
・
丙
種

�

■
試
験
日
と
会
場
／
11
月
26
日
（
日
）

気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校
　
他
３

会
場 

▼
甲
種
・
乙
種
全
種
＝
午

前
10
時
か
ら 

▼
丙
種
＝
午
後

１
時
30
分
か
ら

■
申
込
方
法
／
気
仙
沼
・
本
吉
広

域
消
防
本
部
か
消
防
署
・
分
署

出
張
所
に
あ
る
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、（
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
宮
城
県
支
部
へ

郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／
10
月
16
日
（
月
）

か
ら
20
日
（
金
）
ま
で

�
※
受
付
期
間
内
の
消
印
有
効

�
危
険
物
取
扱
者
試
験

�

準
備
講
習
会
を
開
催

　
気
仙
沼
本
吉
地
区
危
険
物
安
全

協
会
で
は
、
危
険
物
取
扱
者
試
験

の
た
め
の
準
備
講
習
会
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
25
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場
／
気
仙
沼
・
本
吉
広
域
防

災
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
／
危
険
物
取
扱
者
（
乙

種
第
４
類
）
試
験
の
申
込
者

�

■
受
講
料
／
無
料
（
但
し
、
テ
キ

ス
ト
代
１
、
２
０
０
円
は
自
己

負
担
）

■
申
込
方
法
／
消
防
本
部
か
消
防

署
・
分
署
・
出
張
所
の
窓
口
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／
10
月
20
日
（
金
）

ま
で

■
定
員
／
１
０
０
人
（
定
員
に
達

し
次
第
締
め
切
り
）

■
そ
の
他
／

①
テ
キ
ス
ト
は
（
株
）
向
学
院
発
行

の
乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者

受
験
教
科
書
を
使
用
し
ま
す
。

�

②
昼
食
は
各
自
で
準
備
願
い
ま
す
。

③
受
講
者
が
10
人
未
満
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

�

気
仙
沼
本
吉
地
区
危
険
物
安
全

協
会
事
務
局
（
気
仙
沼
・
本
吉

広
域
消
防
本
部
予
防
課
内
）

�

　
�
☎
（
２
２
）
６
６
８
８

��

■
日
時
／
10
月
７
日
（
土
）
と
28

日
（
土
）
の
午
後
７
時
か
ら

�

※
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
け
付
け

■
場
所
／
市
総
合
体
育
館
「
ケ
ー
・

ウ
エ
ー
ブ
」
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
対
象
／
３
歳
以
上
の
方

�

※
７
歳
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。

■
参
加
料
／

�

・
大
人
＝
１
０
０
円

�

・
高
校
生
以
下
＝
50
円

■
服
装
・
持
参
す
る
も
の
／
運
動

着
・
室
内
用
運
動
靴
・
タ
オ
ル（
汗

ふ
き
用
と
大
き
め
の
物
）
各
１

枚
・
飲
み
物
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル)

■
申
込
方
法
／
会
員
証
を
お
持
ち

の
方
は
当
日
会
員
証
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

�

※
会
員
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

事
前
に
来
館
さ
れ
る
か
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／

�

　
市
総
合
体
育
館「
ケ
ー･

ウ
エ
ー
ブ
」

�

　
☎
（
２
１
）
３
４
２
１

止めましょうはごみの焼却ごみの焼却
　家庭や事業所から排出される廃棄物を、ドラム缶・ブロッ

クなどで作った囲いや地面を掘った穴などで焼却するこ

と（野焼き）は、法律で禁止されています。

　違反した場合には、５年以下の懲役、1,000万円以下の

罰金のいずれか又は両方が科せられます。

　お互いの快適な生活環境を守るため、ごみは燃やさず

適正に処分しましょう。

�　■問い合わせ先／市環境課環境衛生係　　

�　　　　　　　　　☎（ 2 2 ）6 6 0 0　内線 3 4 2・3 4 3

就学時健康診断を
　　　　実施します
　市では、心身ともに健康で小学校に入学で

きるよう、就学時健康診断を実施します

�■対象児童／

�　平成12年４月２日から平成13年４月１日

までに生まれた児童

�■持参するもの／

�　市が送付したハガキ・母子健康手帳・上

履き（児童・保護者分）

�■受付時間／

�　午後０時30分から０時50分まで

�■その他／

　面瀬・松岩・唐桑・鹿折小学校が健診会

場の方（※）は、耳鼻科健診に限り、10月

11日（水）に別の会場で実施します。

　対象となる方には通知書を送付しますので、

会場などを確認してください。

■問い合わせ先／

　市教育委員会学校教育課保健給食係

�　☎（ 2 2 ）6 6 0 0　内線 4 6 0

実施月日 健 診 会 場 対 象 学 校 名

面瀬小学校（※）

気仙沼小学校

松岩小学校（※）

唐桑小学校（※）

大島小学校

鹿折小学校（※）

九条小学校

面瀬小・階上小

気仙沼小・南気仙沼小

�松岩小・水梨小

大島小

中井小・唐桑小・

小原木小

鹿折小・浦島小・

白山小

�九条小・新城小・

月立小・落合小

10月17日

（火）

10月 3日

（火）

10月 6日�

（金）

10月10日

（火）

10月30日

（月）

10月24日

（火）

11月 8日

（水）
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�■問い合わせ先／

　市都市計画課緑化推進係

　　　　　　  ☎（22）6600

　　　　　　　　 内線584

お知らせ

　携帯電話番号ポータビリティ(MNP)とは、

携帯電話利用者が携帯電話会社を変更す

る際、電話番号はそのままで変更後の携

帯電話会社のサービスを利用できること

です。

�　この制度を利用する場合、変更前の携

帯電話会社との契約は解除(解約)となり、

変更後の携帯電話会社と新たに契約(新規契約)すること

になるため、次のことに注意が必要です。

　①年間契約などの割引サービスを契約している場合は、

　　解約に伴い別途費用が発生する場合があります。

　②現在契約している携帯電話会社が発行したメール

　　アドレスは引き継ぎできません。

　③変更後の携帯電話会社から発売されている携帯電

　　話端末が必要になります。

�　なお、詳しくは各携帯電話会社へお問い合わせくだ

さい。

�

�【ＮＴＴドコモ】

�  　◆携帯電話・ＰＨＳから：1 5 1

�  　◆一般電話などから：0120  ( 800 )  000

【ＫＤＤＩ・沖縄セルラー】

�  　◆ａｕ携帯電話から：1 5 7

�  　◆ツーカー携帯電話から：1 5 1

�  　◆一般電話などから：0077  ( 7 )  111

【ソフトバンクモバイル】

�  　◆携帯電話から：＊ 5 5 3 3

�  　◆一般電話などから：0800  ( 100 )  5533

■日時／10月９日（月）午前６時30分から

８時まで

�■集合場所／田中公園（田中）か、ライブ

ヘアー駐車場（松崎馬場）のいずれかに

お集まりください。

�※駐車場は、クボホームセンターとオリー

ブ気仙沼店駐車場をご利用ください。台

数に限りがあります。

�■内容／

　◆ラジオ体操（午前６時30分から）

�◆花のみち45ウォーキング（午前６時

45分から８時まで）

�■参加費／無料

�■その他／野菜などの直売所を設置。また、

参加者には、記念品としてスポーツドリ

ンクや花苗をプレゼントします。（先着

200人）

交通規制交通規制国道45号けせんぬまバイパス　　　　　  のお知らせ国道45号けせんぬまバイパス　　　　　  のお知らせ

各携帯電話会社のサービスなどに関する
問い合わせ先 (音声ガイダンス)

10月24日（火）から10月24日（火）から

携帯電話番号ポータビリティ
�(MNP)が始まります

市民ラジオ体操の集い・
花のみち45ふれあいウォーキング

を開催

市民ラジオ体操の集い・
花のみち45ふれあいウォーキング

を開催

�■問い合わせ先／

　市都市計画課緑化推進係

　　　　　　  ☎（22）6600

　　　　　　　　 内線584

通行規制箇所

至矢作至一関

至仙台

至仙台

鹿折
トンネル

松川
トンネル

田中
トンネル

安波
トンネル

松川
ランプ橋

至宮古

(主)気仙沼唐桑線

中谷地交差点

26

一般国道45号

化粧坂 三八通り

市役所

水道事務所

一
般
国
道
2
8
4
号

松川高架橋

八幡大橋

全面通行止

迂回路

防災訓練箇所

45

�■訓練日時／10月12日（木）

　�　午前11時55分から午後０時55分まで

■訓練場所／国道45号安波トンネル

�　　（松川地内から西八幡町地内まで）

■迂回路／主要地方道気仙沼唐桑

■問い合わせ先／

　◆国土交通省仙台河川国道事務所

�　　気仙沼国道維持出張所　☎（27）2705

　◆気仙沼警察署　☎（22）7171

　防災訓練のため、国道45号安波トンネルが

全面通行止めになります。

　通行止め解除後もトンネル内

が水でぬれていますので、

通行する際はご注意

ください。

�■訓練日時／10月12日（木）

　�　午前11時55分から午後０時55分まで

■訓練場所／国道45号安波トンネル

�　　（松川地内から西八幡町地内まで）

■迂回路／主要地方道気仙沼唐桑線

■問い合わせ先／

　◆国土交通省仙台河川国道事務所

�　　気仙沼国道維持出張所　☎（27）2705

　◆気仙沼警察署　☎（22）7171

　防災訓練のため、国道45号安波トンネルが

全面通行止めになります。

　通行止め解除後もトンネル内

が水でぬれていますので、

通行する際はご注意

ください。
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※相談時間は、正午から午後１時までを除きます。

の各種相談 相談は無料で秘密は守られますので、一人で悩まず
お気軽にご相談ください。10月

�

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
☎（
２
２
）３
４
４
２

相 談 内 容 時　　　　　間 場　　　　　所 担　　　　当

問
い
合
わ
せ
先

10 月 の こ ど も ひ ろ ば 子育てテレホン講座
☎（23）3900

10月
の

日　程 対　象 テ　　ー　　マ

10/ 2～ 9

幼　児

大切な幼児期の教育

10/10～15 父親の役割

10/16～22

子どもの才能を
　　　　育てない親

10/23～29

おもちゃの与え方

こどもひろば
　■日時／10月5日（木）・10月19日（木）午前10時から
　■場所／市総合市民福祉センター「やすらぎ」
ふれあいこどもひろば
　■日時／10月12日（木）午前10時30分から
　■場所／特別養護老人ホーム恵潮苑

みなみこどもひろば
　■日時／10月26日（木）午前10時から
　■場所／赤岩児童館

�行政・法律・
人権相談

��

高年齢者求人・
求職相談

�
夫やパートナーからの
暴力（ＤＶ）相談

�高齢者福祉・
介護、生活相談�
�
�

�
�ふれあい相談
�（福祉・生活）相談

市政・一般相談
�
�登記相談
�
�弁護士相談
�
�

�定例人権相談
�
�定例行政相談
�
�消費生活相談
�

家庭児童相談
�

�
�
青少年相談
�

�

��社会保険相談

月曜日～金曜日
�9：00～16：00

�
�10日(火) 11：00～15：30

（定員8人・申し込みは2日から)
20日(金) 10：00～15：00

（行政・人権は委員宅で毎日）
12日(木)
�10：00～15：00
12日(木)
�13：00～15：00
�月曜日～金曜日
�9：00～16：00
�月曜日～金曜日
�8：30～17：00
�月曜日～金曜日
�9：00～16：00
�月曜日～金曜日
�8：30～17：00
�
月曜日～金曜日
�8：30～17：00
��
�月曜日～金曜日
�10：00～16：00

�月曜日～金曜日
�9：00～15：00
��
4日(水)・11日(水)・18日(水)・25日(水)
9：10～15：30

市役所市民相談室
�

�
�市役所市民相談室
�
�市地域交流センター
�
�唐桑公民館
�
�唐桑公民館
�
�市役所市民相談室
�
�

�市役所社会福祉事務所

�
�
�市地域交流センター

高年齢者職業相談室
�（市役所社会福祉事務所内）

�
�市役所内
�※相談専用電話(24)5988
�・地域包括支援センター（市民健
　康管理センター「すこやか」内）
�・地域包括支援センター唐桑分室
　（保健福祉センター「燦さん館」内）
�市青少年育成支援センター青少年
相談室（中央公民館体育館内）

�気仙沼市社会福祉協議会
（総合市民福祉センター「やすらぎ内」）
�※必要に応じ電話相談などを実施

市民相談室
�  （22）3411

�市民相談室
�  （22）3411
�市民相談室
�  （22）3411
�市唐桑総合支所総務企画課
�  （32）4520
�市唐桑総合支所総務企画課
��  （32）4520
�市商工課
�  （22）3437
�市商工課
�  （22）6600内線522
�市社会福祉事務所
�  （22）6600内線445
�市男女共生推進室
�  （24）5988
�市地域包括支援センター
�  （21）1212
�市地域包括支援センター
唐桑分室�  （32）4811
�市青少年育成支援センター
�  （24）0766
�社会福祉協議会
�  （22）0709
唐桑支所�  
�  （31）2051
�石巻社会保険事務所
　0225（22）5115

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

今月はありません

10月のおでかけ児童館10月のおでかけ児童館

日時／10月20日(金) 午前10時30分から

場所／新城沖公園

内容／歌・手あそび・お話し・ダンスなど

対象／幼児と保護者

問い合わせ先／古町児童館 ☎(23)4648

　　　　　　　赤岩児童館 ☎(22)6879

　おでかけ児童館は、市内の公園や施設に出

向き、幼児と親があそびをとおしてふれあう

場です。どなたでも自由に参加してください。
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●日程などは変更される
　場合があります。月の主な行事10

発見!
とさ

る
ふ

とさ
る

ふ 発見!
再

　市北西部の新月八瀬地区を流れる二級河川で、大川

の支流になっています。八瀬地区の最も北、細尾に源

を発し、大川合流点までの、12.5㎞の延長があります。

　八瀬川には漁業権などが設定されておらず、「市民

の川」として地域住民や多くの市民から愛されています。

シーズンにはアユやヤマメ・イワナなどを目当てに、

多くの釣り人が訪れます。

　八瀬地区の住民で組織する「八瀬河川愛護会」では、８年前から八瀬川にアユの稚魚、約１

万尾を放流しています。会長の笠沼暹さんは「子どもたちに川をきれいにしてもらいたいとい

う思いで、子どもたちの手でアユを放流しています。地域の清掃活動も定着しており川はきれ

いに保たれています。市民の皆さんにもこのきれいな八瀬川に来ていただきたいですね」と話

してくださいました。

10月の納期

納期限内に納めましょう

☈

☈

※口座振替の方は残高の確認を

　お願いします。

10月31日（火）が納期限です
花とみどりのまちづくりの集い

・時間／午後1時30分〜　　・場所／市民健康管理センター「すこやか」

21日（土）

市民ラジオ体操の集い＆花のみち45ふれあいウォーキング

・時間／午前6時30分〜　　・場所／田中公園・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ライブヘアー駐車場（松崎馬場）

9日（月）

気仙沼・本吉地方産業まつり

・時間／午前9時〜　　　　 ・場所／市魚市場・海の道

22日（日）

市県民税（３期）

国民健康保険税（４期）
9日（月）

21日（土）

22日（日）

のぼる


